
17 18

学
友
会
・
同
友
会
・
育
友
会

学
友
会
・
同
友
会
・
育
友
会

KOBE university STYLE 2009 AUTUMN Vol.12

学友会・同窓会・育友会

　少子化を背景に、大学間での優秀な学生の奪い合いが激しくなっ
ているうえ、教育・研究の中身が、国の予算配分に反映されるように
なってきています。このため各大学は、教育・研究の充実・高度化、学
際的な取組みの強化、卒業生のネットワークの活用など、より魅力ある
大学創りに知恵を絞っています。
　一方、神戸大学の同窓会活動においては、母校の総合大学とし
ての成熟に伴い、学部別同窓会の連合体である学友会ベースの催
しが全国各地で増えてきています。海外においても、全学共通の
同窓会組織の組成が、大学の国際化戦略の一環として進められ
ています。
　このように、大学や同窓会をめぐる環境が大きく変化するなかで、
学友会の組織は２００７年４月の常任幹事会設置に続いて、本年4月

には事務局を同窓会組織から大学企画部社会連携課に移すなど、
一層の整備が進められてきたところであります。
　この体制整備と歩調を合わせて、活動内容の一層の充実が求め
られることはいうまでもありません。執行機関である常任幹事会、幹事
会でのより活発な議論、きちんとした方向付けのもとで、「ホームカミン
グデイ」をはじめとする大学イベントへの参画・支援や基金への協力、
広報体制の充実など、「神戸大学人」としての一体感を高めていくた
めの地道な努力の積み重ねが必要であります。それを可能とするの
は、卒業生との間に種々接点を有する各同窓会の活力・組織力の一
層の強化と、同窓会間のオープンな雰囲気の醸成であります。
　それらの上に、異なる歴史と文化を有する各同窓会と学友会をつ
なぐものとして、欧州連合運営のキーワードである「補完性の原理の
尊重」と「出来ることから手を付ける柔軟性」を念頭に、スピード感を
もって学友会の更なる活性化を果たしたいと思っています。その延長
線上で、従来の枠を超えたより広範囲な理念の実現に向けて、大学、
育友会、各同窓会の皆様との協働関係を強めてまいりたいと考えて
います。
　大学ご関係者におかれましても、その環境づくりに向けて、学内運
営に一層のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

　2009年度の神戸大学育友会全学懇談会を６月１３日、神戸大学百
年記念館（神大会館）六甲ホールで開催しました。ご夫婦で来学され
る方も多く、会場は約２７０人の新入生保護者等の皆さまで、ほぼ満
席になりました。
　最初に育友会を代表し、内田正志・新理事長があいさつ。入会の
お礼のあと、懇談会に先立つ理事会で承認された事業計画等につ
いて報告し、更なる育友会活動へ協力をお願いしました。
　続いて福田秀樹学長が、大学時代に夢を見つけるように学生た
ちへ伝えて欲しいと、語りかけました。また田中康秀副学長（教育担
当）は、神戸大学の沿革や教育憲章について説明したうえ、本学では

人間性豊かな人材を育てるため教養・外国語教育に力をいれている
と強調しました。さらに石田廣史副学長（入試・学生生活担当）は、学
生を支えるため、よりいっそうの大学との連携強化をお願いしました。
最後に内田正博キャリアセンター長が学生の就職状況を紹介したう
え、キャリアセンターは学生の自立と社会的関心を喚起しサポートする
ことを基本姿勢としていると説明しました。
　全学懇談会終了後は各学部に会場を移し、学部別懇談会が開催
されました。各学部とも修学状況、学生生活や進路状況について質
疑応答があり、熱心に意見が交換されました。

（学務課）

　新野幸次郎会長の任期満了に伴い、神戸
大学学友会の新しい会長を選ぶ幹事会が
2009年3月に開かれ、高﨑正弘さん（凌
霜会理事長）が第3代の会長に選出され
ました。任期は4月1日から2年間です。
また、副会長には田中初一さん（KTC）と
高田嘉英さん（紫陽会）、監査には前田盛
さん（神緑会）と池上淑子さん（文窓会）が
選ばれました。

学友会会長就任にあたって
高﨑 正弘神戸大学学友会 会長

1935年（昭和10年）生まれ

1959年 神戸大学経営学部卒業、神戸銀行（現三井住友銀行）入行

1997年 さくら銀行代表取締役会長

2001年 三井住友銀行相談役

2007年 同名誉顧問（現在）
 （関西経済連合会副会長など経済団体職を歴任し、現在は兵庫県
　　　　　 教育委員会委員も勤めている）

2009年8月現在

学友会の新会長に
高﨑さん

2009年度育友会全学懇談会を開催しました

同窓生と昆虫館を復活
内藤 親彦佐用町昆虫館館長

（1965年兵庫農科大学＜現神戸大学農学部＞卒、神戸大学名誉教授）

　兵庫県の西端、緑豊な船越山の麓に建つ「兵庫県昆虫
館」は、県の財政難により37年の歴史に幕を閉じること
が、2007年11月に新聞紙上で報じられました。自然環境
教育に関心が高まる中での昆虫館閉館を憂い、神戸大学
農学研究科昆虫機能科学研究室の竹田真木生教授や、
同研究室卒業生の丹波の森公苑の足立隆昭アドバイザー
および兵庫県立人と自然の博物館の八木剛主任研究員ら
が地元佐用町にその存続を働きかけました。同氏らは賛
同者を募り、NPO法人を立ち上げて昆虫館を管理運営す
ることを提案し、粘り強く町を説得した結果、町も昆虫館
存続に踏み切りました。
　「兵庫県昆虫館」は2008年3月に閉館し、展示物は撤去
され、館はもぬけの殻となりました。NPO法人「こどもとむ

しの会」が2008年9月に正式に認可されたのを機に、館内
の整備や展示準備が始まりました。37年間の垢落しから
始まり、展示は全て会員の手作り・持ち寄りでなされまし
た。幸いなことに熱心な会員が多く、自慢の標本や写真、パ
ネルで館が埋まっていきました。
　「こどもとむしの会」の正会員は現在70名で、中学・高
校・大学の教員、博物館・昆虫館の研究員、自治体の職員、
会社員、自営業者、年金生活者、主婦など、様々な職種の者
の集まりです。共通点は、虫好き、自然好き、子供好き。正会
員のうち、神戸大学の同窓生が13名を占めています。３０
代から７０代で、多くは「こどもとむしの会」の役員や事務局
員を担当し、会の中枢的役割を担っています。
　「佐用町昆虫館」は、我々NPO法人が指定管理者とな

り、2009年4月4日に開館しました。
開館は4月から10月の土・日に限っ
ています。開館日には3～5名の会員
有志が、館内の案内や昆虫の観察・
採集・標本作りなどの自然体験学習
の実施を、無給のボランティアとして
交代で担当しています。開館後は多
くの子供たちやご家族が来館され、
喜ばれています。自然との距離が
益々遠くなっていく今日、子供たちが
昆虫や生きものと接する中で、自然
の不思議さや面白さを体験し、自然
の大切さを自らが身をもって感じる
ことを願っています。

先 輩 登 場 Alumni
Corner

各学部同窓会
●文窓会（文学部）
●紫陽会（教育学部・発達科学部）
●社団法人 凌霜会（経済学部・経営学部・法学部・国際協力研究科）
●くさの会（理学部）
●社団法人 神緑会（医学部医学科）
●就進会（医学部保健学科）
●社団法人 神戸大学工学振興会KTC（工学部）
●六篠会（農学部）
●翔鶴会（国際文化学部）
●海神会（海事科学部）

神戸大学同窓会・学友会
　神戸大学の同窓会は、各学部や学科の成立過程によってそ
れぞれ独自の歴史と伝統を持ち、現在では10同窓会がありま
す。一方、新制神戸大学の発足30年目に当たる1979年、同窓
会の連合体として「神戸大学学友会」が組織されました。 




